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The legend of the high towers was also in Ueno, Asakusa and Yanaka!

　浅草寺境内の五重塔は夜間のライトアッ
プも人気。旧寛永寺五重塔は国指定重要
文化財。現在は恩賜上野動物園の一角にあ
ります。浅草凌雲閣と谷中天王寺五重塔、
仁丹塔は現存していません（跡地は P4 〜7
の散歩マップ中に記載）。

　日本古来の建築物である五重塔は地震に強
く、その秘密は建物中央の柱＝心

しん

柱
ばしら

にあると言
われています。東京スカイツリーの制振システ
ムはこの五重塔の心柱になぞらえて「心柱制振」
と呼ばれています。

■ 5 つの塔の現在

■ 東京スカイツリー ®は実は五重塔？

■台東区の高塔の場所は次ページからの「街歩き台東散歩」の地
図に跡地も含めて記載しています。
■「浅草コース」と「上野コース」の2つを組み合わせると、塔巡
り散策のマップとしても活用できます。

■東京スカイツリーから浅草寺五重塔、浅草凌雲閣跡へ行き、台東区
循環バス「めぐりん」などで上野に出て、旧寛永寺五重塔（近くで見
るには動物園に入園する必要あり。上野東照宮からも見えます）、さ
らに足を延ばして谷中の天王寺五重塔跡へ、という散歩も楽しめます。

▲浅草凌雲閣 ▲仁丹塔

こんなタワーもあった！
「東京スペースタワー」

▲谷中天王寺五重塔▲旧寛永寺五重塔▲浅草寺五重塔

上野・浅草＆谷中にもあった  伝説の高
タ ワ ー

塔 !

台東区は昔から《塔》に縁のある場所。幸田露伴の名著『五重塔』で有名な「谷中天王寺五重塔」をはじめ、
明治・大正期には、日本でいちばん高く“雲を凌

しの

ぐ ”様から名付けられた「浅草凌
りょう

雲
うん

閣
かく

」（浅草十二階）も建っていました。
その「浅草凌雲閣」は1923（大正 12）年の関東大震災で倒れるまで、文字通り浅草のシンボルタワー。
上野の「旧寛永寺五重塔」、浅草の「浅草寺五重塔」とともに、
お隣の墨田区に完成した東京スカイツリーも新たな風景として“台東区のタワーの伝説 ”に加わりました。
『台東瓦版』創刊号の特集は、その東京スカイツリーです。
さあ、この瓦版を片手に東京スカイツリーもよく見えるまち、台東区を歩いてみましょう!

新たな高
タ ワ ー

塔の伝説と歴史の喫水線・台東区

　浅草寺五重塔は 942（天慶５）年に平
たいらのきんまさ

公雅が建立しました。その後数
度の倒壊、焼失に遭いましたが、その都度再建されています。徳川 3
代将軍家光によって建立された五重塔は、1945（昭和 20）年、東京大
空襲の日に焼失。1973（昭和 48）年に再建されたものが現在の五重塔
です。旧五重塔跡は境内に残っています。
　寛永寺は、江戸時代初期の 1625（寛永 2）年に天海僧正が開山。上野
東照宮脇（現在上野動物園内）にある旧寛永寺五重塔は、1631（寛永 8）
年創建されましたが、1639（寛永 16）年に焼失。同年再建されましたが、
明治のはじめ、戊辰戦争で上野に立てこもった彰義隊は官軍に敗れ、寛永
寺は焼失。明治新政府が発足すると寛永寺は現在の場所へ移転し、五重
塔は 1958（昭和 33）年に東京都に寄付され、保存されています。
　明治の作家幸田露伴の小説『五重塔』でおなじみの谷中天王寺五重塔
は二度の焼失に遭いました。1644（寛永 21）年に谷中感応寺（天王寺
の前身）に建立された最初の五重塔は「明和の大火（目黒行人坂大火）」
によって 1772（明和 9）年に焼失。その後 1791（寛政 3）年に再建され
たものは関東大震災や東京大空襲からは逃れたのですが、1957（昭和

32）年に放火無理心中事件で焼失。現在は東京都の史跡となっています。
現在の天王寺は谷中霊園を日暮里寄りに進んだ場所にあり、「丈

じょう

六
ろく

仏
ぶつ

」と
呼ばれる大仏も有名です。
　浅草凌雲閣（浅草十二階）は 1890（明治 23）年 11 月 11 日に開業。日
本初の電動式エレベーターが設置され、1 〜 8 階は世界各国の物販店で
賑わいをみせるなど、浅草のランドマークとして親しまれていました。し
かし1923（大正 12）年の関東大震災によって 8 階より上の部分が崩壊、
復旧困難のために解体されました。現在、江戸東京博物館に 10 分の 1
サイズの模型が常設展示されています。
　仁丹塔は 1932（昭和 7）年に雷門通りが国際通りに交わるあたりに森
下仁丹株式会社により建てられた広告塔でした。1944（昭和 19）年に
一旦解体されたものの、戦後 1954（昭和 29）年に浅草凌雲閣を模した
形で再建され、こちらも浅草のランドマークとして人気を博しましたが、
老朽化のため残念ながら1986（昭和 61）年に解体されました。
　台東区の歴史は塔の歴史でもありますね。

 台東区と塔の深い関係

 台東区をめぐる 5 つの塔

画像使用（表紙ともに）／ 谷中天王寺五重塔 ▶ 国立国会図書館所蔵『写真の中の明治・大正』より、　浅草凌雲閣・東京スペースタワー ▶ 台東区立中央図書館所蔵、　　　　
　　　　　　　　　　　  仁丹塔 ▶ 台東区立中央図書館所蔵　撮影：高相嘉男

1967（昭和 42）年、浅草寺
の裏に完成した回転昇降
式展望塔。1970（昭和 45）
年にポニータワーと改称
して営業を続けましたが、
1973（昭和 48）年に営業
停止。6年間の短い間だけ
実在したタワーです。
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